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1997年国際土質地盤工学会代表者会議 ，
ハ ンブルグ

　 日下部 　 　 　治 （くさか べ お さむ）

社 団 法人 地 盤 工 学 会国際部部 長　東 京工 業大学教授

1， 学問分野の 拡大と 日本の 国際的プ レゼ ン ス

　 ハ ン ブ ル グ で の Board 　Meeting （理 事会 ） お よ び

Council　Meeting （評議会）の 重要 な 決定事項は次 の 2

点 に集約 さ れ る 。

　（1） 学会名が International　Society　for　Soil　Mechan−

　　ics　and 　Foundation　Engineering（ISSMFE ），日本

　　語訳 国際 土質基礎工 学会か ら Intemational　Society

　　for　Soil　Mechanics　and 　Geotechnical　Engineering

　　 （ISSMGE ），日本語仮訳 国 際 土 質地 盤 工 学会 に 変

　　 更 した こ と，

　  　石 原研而地盤工 学会会長 が第12代国際学会会長

　　に選 出 さ れ た こ と 。

　1番目の 事項 は ，我が 国の 土質工 学会が地盤工 学会に

変更したように，近年学問分野 が量 的に 拡大 し，質的 に

も 力学 ば か りで な く化学
・
環境科学 へ と広範囲 に な っ た

こ とを意味 し，2 番 目の 事項 は 石 原会長個 人 の 際 だ っ た

国際的学問業績 と知名度 に 加 え て，地盤工 学会の Tech −

nica1 　Committee （TC ）の 運営 や 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム （IS

シ リーズ） の 開催な どの 国際活動を通 じた 国 際的プ レゼ

ン ス を 強 く示 した とい う意味で 象徴 的 で あ る 。
い ず れ に

し ろ石 原 会長 の任期 の こ れ か ら2001年 まで の 4 年間，

従来 に も増 して 国際学会 の場 で の 我が 国の 地 盤 工 学会の

国 際的活動 ・参 画 に 注 目が集 ま る こ とは 疑 い もない 。な

お この 報告で は 国 際学会 の こ とを 新 しい 名 称 と して ISS−

MGE と統
一

して表 記 す る 。

2．　国際学会の運 営

　ISSMGE は 16741 名 を擁 す る大学会 で あ る。その 組

織運営 に は 70の 参加学会 の 多 国 間の 異 な る意 見 が 存在

し，情報収集力，忍 耐 力，交 渉 力，社会情勢 の 変化へ の

対応能力が 要求 され る。現在 の 国 際学会 の運営組織は ，

運営主体 として の Board （理 事会）と意 思決定機関 と し

て の Council （評議会） か ら構成され，　 Boardの 構成員

は，現会長，6 名の 副会長，3 名の 会 長 指 名 理 事 ，前 会

長，事務総 長 の 合 計 12名 か らな り，年 1回 会合を もつ 。

Council　Meeting は現在は70の 所属学会か ら正 副 2 名の

代表者が出席 して 隔年に開催さ れ ， 学会の 規約 の 改変，

種 々 の 人選，会議開催地 などを決定す る。今 回 は，木村

孟前副会長，日下 部 国 際部長 の 2 名 が参加 した。

3． 主な討議内容 と結論

　議題は29項 目 も の 多岐 に わ た るが ， 主 な 討議内容 と

結論 を 要約 す れ ば 以下 の 様 で ある。
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　 （1） 定款 の 変 更

　近年 の 急速な政治的
・
社会的変化 に対 して 国 際学会は

迅速な対応が要求 さ れ て きて い る こ とや ， 加盟参加学会

が 急速 に増え つ つ あ る状況 か ら，定款 の 見直 しが必要 と

な っ て い る。さ ら に 前 2 回 の Council　Meeting の い ず

れ も定 款 変 更 の 議決 に 足 る定足数に 達 しな か っ た こ と も

見直 しの 強 い 動機とな っ て い る。そ の 主 な 論点は，国際

学会の 意思決定 を迅 速 に し， か つ 多数決原 理 を 導入 しよ

っ とす る こ とで ある。現 在 の 規定 で は ，定款条 文 は 満場

一
致 で な け れ ば変更で きな い こ とに な っ て い る。そ の た

め ，代理 投 票権 の 制約 を厳 し く す る （定款 12条），定款

変更を伴 う議決要件 を 満場
一

致 の 原 則 か ら3／4以上 の 多

数決原 則 に変更 す る （定款 18条），定足数 に 代理投票権

を 数 え る （規則12条） の 3 件 が 投票 に 付 さ れ た 。 そ の

結 果，定 足 数 に 代理 投票権 を加 え る 案件の み 満場
一

致 で

可決 さ れ た が，2 つ の 定款変更の案件は い ず れ もわ ず か

1票 の 反対票で成 立 が 見送 られ た。国際社会で の 意思決

定 の 難 しさで ある。

　  　学会名称

　ISSMFE を ISSMGE に 変更 す る 案 は，2 年前 の カ イ

ロ の Council　Meeting で も議論 さ れ 投票 に か け られた が

1票の 反対 で 成 立 しな か っ た経緯が あ る 。 今回 は 満場
一

致 で 成立 し，ハ ン ブル グ会議直後 か ら正 式 に 国際学会 が

ISSMGE とな っ た 。 こ れ に 関連 して フ ラ ン ス 語訳 と し

て Geotechnical　Engineeringに 対応 す る フ ラ ソ ス 語 と

して Geotechniqueが 適当で あ る こ と，と の 情報 が 提供

された。ちなみ に ，4 年 ご との 国際会議 の 番号 づ け は変

更せ ず，次回 の イ ン ス タ ン ブ
ー

ル 会議 は15回 ISSMGE

と な る。

　（3） 正 副会長の 選出

　副会長 の 選出は ， 既 に数 か 月前 に書面投票で行わ れ，

選出 さ れ た 6 地区の 副会長は以下 の とお りで あ る 。

　ア フ リカ　　　Mr ．　Houssine　Ejjaaouani

　 ア ジ ア 　　　　Prof，　Sang−Kyu 　Kim

　オ ス トラ シ ア　Prof．　Mark 　Randolph

　 ヨ
ーロ ッ パ 　　 Prof，　Dr ，　Hein　Brandl

　北ア メ リ カ　　Mr ．　Guillermo　Springhall

　南 ア メ リ カ　 Prof．　Francis　Bogossian

　会長選 は，オ
ー

ス トラ リア，カ ナ ダ，ドイ ツ ， イ ス ラ

エ ル ，
ロ シ ア，南 ア フ リカ の 推薦を 受け た Prof．且 arry

GPoulos とイン ドネ シ ア，日本，韓国 ， ポー
ラ ソ ド，

ス リラ ン カ の 推薦を受け た石 原研而現地盤 工 学会会長 と

の
一

騎打ち とな っ た。い ず れ に せ よ接戦 との 前評判の と

お り，30票 対 24票 で 石 原 地 盤 工 学 会会長 が 第 12代国際

　　土 と基礎，46− 3 （4S2）
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学 会会 長 と し て 選出さ れ た。選挙の 前 後 の 情報か ら推測

して 石 原候補 に は ア ジ ア，南 ア メ リカ，東
・
南 ヨ ーロ ッ

パ か ら主 に 強い 支持 が あ っ た よ うで あ る 。

　  情報化

　ISSMGE は 昨年 ま で に ア ジ ア 工 科 大 学 に あ る GE −

IRC 　（Geotechnical　 Engineering
−lnterllational　Resour −

ces 　Centre） と協定 を結び 地 盤関係の 40の デ
ー

タベ ー
ス

を 含 む 大 きなデ
ー

タ ベ ー
ス を構築 し ， そ の デ ィ ス ク を

50米 ドル で 購入 可 能なような仕組 み を仕 上 げ て い るが ，

現在，ス ウ ェ
ーデ ン 地 盤 工 学会 （SGD の デ

ー
タベ ー

ス

（SGI−Line）と結 ぶ 話 が 進行中 で ，　 SGI は イ ン タ
ーネ ッ

トを通 じて 1976年以後 の 45000の技術情報 を持 つ デ
ー

タ ベ ー
ス に ア クセ ス す る 権利を年間250米 ドル で個 人 に

提供 し，将来各所 属学 会の 情報 も取 り入れる 提案を 行 っ

て い る 。
ISSMGE は 後述 す る モ デ ル ラ イ ブラ リ

ー
の 拡

張 として 25の ア ク セ ス 件 を購入 し，さ らに 1976年 以 前

の 情報入力 の ため に SGI に 資金 提供 す る こ とが 基本的

に 合意 さ れ た が，こ の 件 は 新 Boardで 詳細 に 検討 さ れ

る。

　   使用言語

　ISSMGE で は公用言語 と して 英語 とフ ラ ン ス 語 を採

用 して い るが，同時通訳を提供 す る との 条件付 きで 開催

国 の 言語 も使用 で き る よ う に との 定款 3 条改定 の 動議

が ドイ ッ か ら出 され た。開催地 の組織委員会 で は現地 で

の 集客動員の た め に現 地 語の使用 が 必 要 で ある との 動議

理 由 は 納得で きな い 話 で はない 。

一
方で 英仏語 以外に さ

ら に 他 の 言 語 を取 り入 れ る 事 へ の 抵抗は大 き く ， 24票

の 反対票 が 出 て こ の 動議 は今 回 は 成 立 しな か っ た。

　   技術 移 転

　 ISSMGE で は 9 代国際学会会長 Prof．　Broms の 発案

か ら，世界的視野 で の 学術教育の 振興 に も積極的に 取 り

組ん で お り，開発途 上 国の 大学 教育 に お け る書籍充実 を

目指 した モ デル ラ イ ブラ リ
ー

プ ロ ジ ェ ク トを推進 して い

る。今回 ，英語 で 書 か れ た 8 冊 の 教科書 を 1 セ ッ トと

して 25セ ッ トが用意 され，現在 ま で に17の 途 上 国の 大

学 に寄贈 さ れ た こ とが報告 され た。なおその 活動費用 は

特別会 員で ある企 業 か らの 会費が 当て られ て い るが，我

が 国か らの 特 別 会 員は 4 企 業 に と ど ま っ て い る。ま た

別途 フ ラ ン ス 語版 と して 7冊 を セ ッ トに して22大学 に

配布 が行 わ れ て い る。言語の 普及 が 将来の 国際戦略 と強

く関連 して い る こ とを 伺わ せ る動 きで あ る。

　   　土 質力学ヘ リテ イジ博物館の 設立

　 土 質力学 とそ れ に 関 連 す る科 学 技術の 歴史的遺産 を収

集 保 存 し後 世 に つ た え よ う とす る考 え が 1996年 サ ン チ

ャ ゴ で の Board　Meetingで 提案 さ れ て 以来 ， 博物館の

設立 が議論 され て きて い る。今回 具体的に イス タ ン ブ
ー

ル 工 科大学 とミ ュ ン ヘ ン 科学博物館か ら場所提供 の提案

が あ り，今後継続的に 検討 を して い く こ と に な っ た。

　 （8） 各 種・fベ ン ト開 催 地

　 2000年 に 3 姉妹学会 が オ
ー

ス トラ リ ア ， メ ル ボ ル ン

で 共 同 開催す る GeoEng2000の 準備状況の 報告 で は，

会期 が 11月19日か ら11月24日で 会議 の 枠組 み も 決定 さ
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れ た。

　1999年の Board　Meeting ，　Council　Meeting は五 つ の

誘致希望 地 の 中 か ら投票 で 12回 の ヨ ーロ ッ パ 地 域 会議

開催地 の ア ム ス テ ル ダム と決定 した。こ こ で は 2005年

の 国際会議 の 開催地 が投票で 決定 さ れ る 予 定 で ある。前

回 の カ イ ロ で の Council　Meetingで は 2001年 の 15回 国

際会議誘致 に大 阪が 立候補 した が，イ ス タ ン ブール に 決

ま っ た との 経緯 が あ り，再度地盤工 学会が 立 候補 す るか

今後早急 な 意思決定 が 必 要 に な ろ う。また，1996年第

2 回 大阪，1998年第 3回 の リ ス ボ ン に 続 く，第4 回 の

環境地 盤工 学 会 議 が 2002年 ブ ラ ジ ル で 開催 さ れ る こ と

が決定 した。さ らに 現在，各地域 ご とに 行わ れ て い る若

手地盤 工 学者会議 （YGEC ） の 世界版 を2000年 に 開催

す る との 提案が英国か らあ り，こ れ も了 承 され た。

4．　 アジア地区の代表者会議

　新副会長 Prof．　Kim の 呼 び か け で 本会議会期中 に 行

わ れ た ア ジ ア 地区の 代表者会議に つ い て も多少触れて お

き た い 。主 な 合意事項 は ，

　（1） ア ジ ア 地区 の YGEC を 各 国 の 持 ち 回 りで 行 う と

　　の 日 本 か ら の 提 案 は 基 本 的 に 了 承 さ れ ，第 4 回

　　YGEC は1999年 の 早 い 時期 に 韓国で 開催 され る 方

　　向 とな っ た こ と，

　  　現在 まで 日本 の 学会 の み が ホ ス トして い る ア ジ ア

　　地 区 の Asian　TC を 各国 の 学 会 も積極的 に ホ ス ト し

　　て 更 に 活発化 さ せ る こ と ， の 2 点 で あ る。

　1995年 の 北京 で の ア ジ ア 地区代表者会議 で 議論され

た，ア ジ ア 地 区の 連絡 や運営体制 の た め の セ ク レ タ リア

ー
トの設 立 の 件 も議論 された が 今回 も具体的結論 は 得 ら

れ な か っ た。

　 な お Kim 副会長 が 任期中，各国 の 学会 を 回 りた い と

の 意欲的な発言 が あ っ た こ とは注 目 した い 。

5． 終 わ り に

　Council　Meeting で 配 布 され た メ ン バ ーリス トの
一

覧

をみ る と，国 際会員数 が多 い の はア メ リ カ （3586人），

ドイ ッ （1517 名），日本 （1331名），英 国 （1016 名）

の 順 で あ る。空港建設，地下開発プ ロ ジ ェ ク トな どア ジ

ア 地 区で の 地 盤工 学 が 係わ る建設工 事 の 量の 多さか ら考

え て も 日 本か らの 国際会員数が い か に も少な い との 印 象

を受 け る。今回 の 石 原会長 の 就任 を 期 に ，地盤工 学会に

お い て も大 幅な 国際会員の 増加 が期 待 さ れ る 。

　現在 の情報化，グ ロ
ーバ ラ イゼー

シ ョ ソ の 流 れ は ， 小

規模集 団 の 集積と して機能す る組織が生 き延びる と言わ

れ て い る。こ の よ う な 視点 か らみ る と 4 年 に
一

度 の 大

き な会議の 歴 史的 な役割 は 終 え よ う と して い る よ うに 感

じる 。 現在31の Technical　Committee （技術委員会）が

ISSMGE の 学問技術分野 に おけ る 主な担 い 手 と な り，

多 くの 国際集会 や シ ン ポ ジ ウム が世界各地 で 開催 され て

い る。地 盤 工 学の 発展 と構成会員の サ
ービ ス 向上 の た め

に，新 しい 国際学会 の あ り方と運営方法が も っ と議論 さ

れる必要があろう。　 　　　　　　 C原稿受理 1997．10．23）
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